
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門家に学ぶ 
～ゲストティーチャーによる学び～ 

健康教育講演会 
～ 大村 詠一氏に学ぶ ～ 

 大村詠一氏による健康教育講演会を以下の日

程で行いました。 

〇期日：１１月２１日（木）13:40～15:00 

〇場所：本校体育館 

〇参加児童：４年生から６年生 

〇演題：「今、夢がなくても焦らない 〜自分を見

つめ、自分を磨く時期にしよう〜」 

〇講師：大村 詠一氏（大津町教育会教育委員） 

〇講師紹介： 

大村さんは、８歳で 

Ⅰ型糖尿病を発症 

されました。その病 

気とのたたかいの中 

で、エアロビック競技 

で才能を発揮し、ユ 

ースの部で２年連続世界チャンピオン、また一

般の部でも日本一になられました。現在は、現

役生活にピリオドをうたれ、エアロビック競技

の指導者として、また、Ⅰ型糖尿病の根絶を目

指した研究助成に尽力されています。 

 

 大村さんとは、１０年以上前に、熊本県体力向上

推進委員の業務で知り合い、度々私の勤務校に

お越しいただいていました。 

この度は、大村さんの人生から、病気になりな

がらも夢をあきらめないでエアロビック競技を続

け、輝かしい結果を出せたことついて語っていた

だきたいと思いました。 

大村さんとの事前のやりとりの中で、大村さん

は、次のようにおっしゃいました 

 

「子どもが『なりたい職業』ではなく、自分の『や
りたいこと』を考え直し、今ある職業ではできな
いことも夢として考える機会にできればと思っ
ています。」と。 
自分のやりたいことをかなえるためには、今の

自分を磨くことが大切になります。そこで、演題

を「今、夢がなくても焦らない 〜自分を見つめ、

自分を磨く時期にしよう〜」ということになりまし

た。 

大村さんは、児童とタブレットでやりとりをしな

がら、講話が双方向になるよう、参加型の形式で

講話をされました（児童の回答は、ステージ上の

スクリーンに映ります）。 

 

 

 

 

 

 

 

まず冒頭の質問では、「夢はありますか？」という

問いに、子どもたちはインターネットを利用してタブ

レットで答えていきます。（・サッカー選手 ・イラスト

レーター ・デザイナー ・保育士など）であることを話

されました。しかし、大村さんはおっしゃいます。「〇

〇になりたい」だけではトップになれないと・・・。 

夢については、「どんな職業についても、誰のため

に、どんなことをしていきたいのか・・・・そこまで具体

的に落とし込んでいくことが大切であること」を話さ

れました。 

そして、「生きている間にやりたいことって何だろ

う？」というテーマをもとに、ご自身の生い立ちを話

しながら夢の大切さについてお話をしていただきま

した。 

～ 児童の感想 ～ 
私は、今日の講話を聞いて、夢について深く考

えることができました。講話を聞く前は、夢は職業

が多いと思っていたけど、大村さんの話を聴いて、

夢は職業だけじゃなく、なりたい自分ややりたいこ

とも夢だとわかりました。また、夢は一つじゃなく

て、何個もあっていいと感じたので、今ある夢は一

つだけど、この先もたくさんの夢を持って一つず

つ達成したり、時にはあきらめたりしようと思いま

した。 

大村さんの夢は、自分のためにもみんなのため

にもがんばろうと努力していて、自分と同じ病気

をもっている人と協力して少しでもその人たちの

ためや自分のために活動されているのがすごく伝

わりました。 

私は、これから大変なことがあっても、その苦労

をこれから生かして夢を見つけたいし、生きてい

る間にやりたいことをじっくり考えたいです。 

 子どもたち感想には、「夢は特定の職業もあるけ

ど、このような大人になりたいということがわかり、

その理想の自分の姿に向かって努力したい」というこ

とが多く書いてありました。 

〇校訓 「志高く 道を拓く」                〇学校教育目標 「夢を持ち 自ら考え よりよく行動できる児童の育成」 
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タブレットを活用し、双方向のやりとりを 


